




































究が多く見られるのであろう（e.g. Bartram & Turley, 2009 ; Brannick et al., 2015 ; Gardner 
& Hini, 2006 ; Hansez, Schins, & Rollin, 2008 ; Platt et al, 2010 ; Shaw & Lagoni, 2007 ; 矢野 , 




















































者 1人につき 1件というわけではない。また、事例 1件の中に複数の項目要素が含まれるも
のもあり、その場合は複数の項目に重複分類した。
以下、表 1に記載した項目順に、分類した事例の内容について説明していく。文中で用い






を除いた。171人の平均年齢は50 .48歳（SD= 11 . 47）、平均臨床経験年数は22 .70年（SD= 11 . 12）、動物病
院経営者は153人（89 .5%）、動物病院 1軒あたりの平均勤務獣医師数は1.84人（SD= 1 .38）、1 日あたり
の平均来院件数は24 .13件（SD= 20 . 24）、動物病院所在地は政令指定都市51人（29 .8%）、その他の市88人

















1 飼主の対話能力に関するもの 　6-4 ペット溺愛型（3件）
　1-1 話を聴かない（10件） 　6-5 野良猫多頭飼育のボランティア、ホーダー（2件）
　　1-1-A 自分ばかり話してこちらの話を聴かない（8件） 7 飼主の行動に関するもの
　1-2 説明を理解しない（14件） 　7-1 飼主以外の人が動物を連れて来る（7件）
　　1-2-A 何度も質問する（4件） 　7-2 診察費に関するトラブル（20件）
　　1-2-B 説明したのに聞いてないと言う（4件） 　7-3 時間外診療や昼夜を問わない電話（5件）
　1-3 必要な情報が得られない（12件） 　7-4 正当な理由がない安楽死処置の要請（2件）
　1-4 何を言いたいか分からない（3件） 　7-5 野良猫の治療に関するトラブル（4件）
　1-5 会話が成立しない（2件） 　7-6 その他（7件）
2 獣医師の対話能力に関するもの 8 治療方法の決定プロセスに関するもの
　2-1 うまく説明できない（2件） 　8-1 診察・検査・治療を拒否する（11件）
　2-2 高齢者の方言や若者言葉が分からない（3件） 　8-2 獣医師の診断・説明を受け入れない（12件）
3 飼主の属性や疾患に関するもの 　8-3 治療方法が決められない
　3-1 高齢者や認知症など（5件） 　　8-3-A 決断できない（4件）
　3-2 精神疾患（6件） 　　8-3-B 100% 効果のある治療しか認めない（3件）
　3-3 耳が不自由（2件） 　8-4 経済的理由で治療ができない（3件）
　3-4 外国人（3件） 　8-5 何を求めているのか分からない（6件）
4 飼主の思い込みや知識の偏りに関するもの 　8-6 その他（4件）
　4-1 自己診断をする、治療方法を指定する（7件） 9 飼主のコンプライアンス・アドヒアランスに関するもの
　4-2 インターネットやテレビの情報を信じすぎる（17件） 　9-1 治療に消極的、協力的でない（2件）
5 飼主の態度に関するもの 　9-2 投薬や来院の指示を守らない（12件）
　5-1 怒っている、敵愾心を抱いている（5件） 10 治療のクレームやトラブルに関するもの
　5-2 獣医師に不信感を抱いている（7件） 　10-1 治療方法や結果（10件）
　5-3 高圧的・威圧的な態度、態度が悪い（7件） 　10-2 治療中の容態変化や死亡（7件）
　5-4 クレーマー、モンスタークライアント（8件） 　10-3 飼主自身のミスによるもの（2件）
6 飼主の性格や考え方に関するもの 11 飼主の家族内コミュニケーションに関するもの
　6-1 自己中心的な考え方（7件） 　11-1 情報の伝達ミス（7件）
　6-2 状況の楽観視（4件） 　11-2 コンセンサスの欠如（7件）








































































































































































































































































































（Bartram & Baldwin, 2008 , 2010 ; Bartram & Boniwell, 2007 ; Bartram, Sinclair, & Baldwin, 





染症の危険性などが挙げられている（Bartram & Baldwin, 2008 ; Bartram & Boniwell, 2007 ; 
Bartram & Turley, 2009 ; Brannick et al., 2015 ; Gardner & Hini, 2006 ; Hansez, Schins, & 






























































































師には対人コミュニケーションスキルを磨くことが推奨されている（中川 , 2013 ; Shaw et al., 
























に影響することが指摘されている（Brandt & Grabill, 2007）。この指摘を裏付けるように、
表 1の［3-1 高齢者や認知症など］に分類した 5件の事例では、高齢者は理解してくれない





11） 他 1 件は知的障碍者に関する事例であった。



























































とが指摘されている（Fritschi et al, 2009 ; Gardner & Hini, 2006 ; Hatch et al., 2011 ; Shaw et 
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